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ロブ仁評論 祈47潜祁11り･ 1849

ユニット式照光形故障表示器

火力発電所にこわいてほ,機器の異常を早く確実に運転員に知らせ

る故障表ホ器が非′ノ削こ重要で,多数使用されている(⊃

この故障表示掛よ,火力発電所中央制御盤用として,上述の機能

を十分果すため,表示鮮明,動作確実,高頻度の使用,点検保寸容

易,盤占有面積の縮小を意図し,設計製作されたものである｡-

1.特 長

警報表示シーケンス継電持削ま,おのおのの表ホ掛こ内蔵されてい

るため次のような多くの特長をもっている｡

(1)ユニット構造でシーケンス継電矧勺蔵のため,取付スペー

スほ従来の%程度である｡

(2)ランプと継電器はプラグイン構造で,表示器前面より引き

出して,簡単に保守ノた検ができる｡

(3)常時無励磁方式のため,常時通電による故障がなく,消費

電力も少ない｡

(4)動作試験ほ,試験コイルをもった二重コイル継電掛こよる

新方式を採川しでfゴF),阿絡も簡単,保寸締易である｡

(5)ランプは,2個使用しているため,ランプ断線に対する信

煩性が高い､-】

(6)ランプ点灯リセット方式ほ,故障復帰後,手動,またはlと】

励リセットいずれにも使用できる｡
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第3岡 火 力発電所L-ト 火制御髄

(2)定 格

(3)汁j弔電力

Ⅰノト115形(鋼板盤雌込取付形3.2一､6t)

角形

DClOO-＼/110V連続定格 ランプ125V

6Wx2

通常 0 動作特12W

3.構 造

照光表ノJ三文ノ子二板,継電器壬ユニットニfごよびケースからなっている｡

文｢;二倣は,継電器ユニットr勺歳のランプにより照光表示される｡舶

電与幣ユニットは,ランプおよびシーケンス継電器よF)なり,ケース

にプラグインされる構造とし,文+て:板をはずすたけで舛坊に点検,

交換ができるようになっている｡

このようにユニット方式のため, 器,フリッカー継椙詫言をJi÷

油に設置するだけで十分であり,盤面,盤内が簡素化され,また哨

一粒も簡単に行なえるのが人きな特長である｡,
第2図はLI-105形故障表示器を示す｡

4.動 作

故障発牡し,故障表示器動作用接点閉路すれば,ブザーまたはベ

ルにて警報,同時に故障表′J瑠は,照光表示板をフリッカー点灯す

る｡フリッカー表示により新たに発生した故障の確認が容易にでき

る｡警報,フリッカー停1ヒほ,共通の警報停止用スイッチ操作によ

り停ILされ,表示板は点灯の状態となり,故障継続巾を′Jミす｡

故障復喘確認後,ランプリセット用スイッチ操作すれば,故障手短

帰完了している故障表示器の.ランプがリセットされるD

ラストほ共通のテスト用スイッチにより随時可能である｡

弟3図は,関内電力株式会社堺港火力発電所250MWの中央制御

態で,Ⅰ一ト1157搾故障表小器を盤f二ご附こ装持した例である｡

(日立製作所電機事業部)
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1850 目立評論 第47巻第11号

新標準開放屋外形Aシリーズ日立三相誘導電動機

開放岸外形標準シリーズとしては,開放防沫形と共通設計とした

SAシリーズ(日立評論38年8月号に発表)があり,昭和37年下期

より製作して来たが,今度二,三の改良を加えるのを機に国際標準

IEC寸法を採用した新標準Aシリーズにモデルチェンジし,40年

下期より生産を開始した｡SAシリーズのうち開放防抹形は同様簡

易分解形新開放防沫NSシリーズにモデルチェンジを完了してい

る(NSシリーズについては日記評論40年7月号参照)｢,

特 長

(1)IEC寸法の採用

取付寸法は国際標準IEC寸法(InternationalElectrotechni-

calCommission の Pub.72¶1"Recommendations for the

dimmensions and out put ratings of electric motors”)に準

拠している｡

(2)近代的外観で小形軽量

Cubic typeを採用した近代的な外観を有するとともに,冷却

構造に大きな1二大をほら/-,てあるので,その′ト形軽量化ほ国際水

準にある｡

(3)信焼直が高い

上部に設けた通風箱ほNEMA規格のWeather Protected

typeIIに決められた特殊な迷路を形成し,人気の通風速度も低

く押えてある｡また絶縁には耐湿絶縁を採用している｡

(4)保護が完全

通気出入口にはフィルタを設けゴミや虫類の牧内への侵入を防

】卜している｡なおフィルタのl‾lづまりによる窒息運転より保護す

るため,機内温度を検｢Hして警報を発する保護装岸が取り付けら

れている｡

(5)保守点検が容易

(a)二つ割ベアリングカバーの採用

負荷側ベアリングカバーほ上卜二つ割とな一)て

いるので,負荷と連続のままベアリングカバーを

取りほずしベアリングの点検ができるr-,

(b)エンドブラケットを二つ割としカートリソ

ジタイプベアリングの採用

355フレーム以上では負荷側,

ンドブラケツトを二つ割とし,

反負荷側ともェ

カートリッジタイ

コ
ー
ー

S

W什川飽-

第1図 開放屋外形Aシリーズ三相誘導電動機

プベアリングを採用しているので分解,組l上が容易であり,分

解するたびにべアリソグはめあいがあまくなることはない11ま

た軸受箱を分解することなく電動機本体が分解できる｡)

川1ソニ製作所電機事業部)
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第1表 開放屋外形Aシリーズ三相誘導電動機寸法表(直結用)
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日立評論 第47巻第11ぢ･ 1851

超耐温 耐薬品絶縁シリコシリーズ日立三相誘導電動機

絶縁材料の進歩ほ口進月歩で,この数年‖祁こも数限りない新い､

絶縁材料が登場し実用化への検討が加えられている｡そのうちでも

特にシリコーンゴムおよぴエポキシレジンは,その電気的特性はも

とより耐熱,耐湿,耐薬凧性に非仰こすぐれており,これら特長を

生かした種々の電機品が製作されている｡

-▲般に全閉外扇形のような構造が復雑で高価な保題方式があえて

使用されるのは,外かF)の湿瑞,腱挨(じんあい),劣化を促進する

ガスや典ん1性物質からコイ′しを′､'J二ることにあるが,コイ′し口身がこ

れ仁)に対抗できるよう風化されれば保戚ノJ式によってコイルを′､'+:る

必要ほなく開放防抹形,り日放防滴形,さらに開放無保盛形と保護方

式を簡易な方向に移向して設隋の掛斉化をほかることができる｡.こ

の考えカは将来強ノJに推進されていくと確信Lている亡.

Rl土製作所においてほ,以上の考え加こもとづいて中容量三相誘

噂電動故にシリコーンゴム絶絨を採用したシリコシリーズを開発し

たのでここに紳介する･｡人締量機にほエポキシレジンを使用する(〕

1.各種シリコシリーズ

(1) シリコSシリーズ

簡易分解形新開放防抹NSシリーーズ(日立諦論40年7月ぢ一参照)

にシリコーンゴム絶縁を採川したもので構造,取付､J･法などほ

NSシリーズとまったく向一である亡j 全閉外扇形の代ffiとして使

用できる｡

(2) シリコAシリース

本紙別項に示した開放垣外形Aシリーズにシリコーンゴム絶縁

を採用したものい全閉外虜岸外形の代用として使用できる｡

このほか簡易分解形開放防滴Uシリーズ(Rう‡評論38年9月

号)にシリコーーンゴム絶縁を採用したシリコUシリーズも製作

する｡

シリコーンゴム絶縁を採川した場合の絶縁種別ほF種とする｡

シリコーンゴム絶縁は後述のように十分H種として使用可能な絶

縁であるが余裕を取ってF種としたものである｡なお巻線形回転

十の場合の阿転√コイルにほエポキシレジンを採用する｡

2.シリコーンゴム絶縁の特長

シリコーンゴムを.新任梯の州定一‾11コイ′しに使用するときはテープ
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第1図 モートレット試験法によるポ命ぶ川桁
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第1表 各種保護方式比較表
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拉

外

開 放 形

開 放 形

開放防滴形 開放防床形

全閉形代用
開 放 形

全 閉 形

開放無保諮形

S()

(.注ノ11

r‡i+ 放 蛙 外 形

EFOA

一､A J】ノ ー- ス‾ノ

マ辛口立形記号, (_)内は愛称を′■Jさす

シリ コーンゴ

ム絶縁採用

開放防決形

ニンり 二‾ト〟ンニJ

ム絶繕採メロ

開放屋外形

EFOA

(三ご三貴)

全閉外戚形

TFO

全閉外戚屋

外 形

TFOA

2･f/＼行くはど保威力式ほ厳重となり価格ヰ)試し､

として川いるし･すなわち月▲面半値化のテープろ/コイルにまきつけ加

熱すると1二】己融着L･てテープ巻きとしての重ねトlはなくなり,ちょ

うどつぎRなLのシリコーンゴムでおおわれることになるので水分

その他の侵入を完全に防けこすることができる〔J

(1)耐 熱 性

第】図はAIEEによって認められたモートレットふ〔験法による

耐熱性評仙の実験結果である｡比較としてアメリカA種絶縁の標

準寿命を示したが,これに明らかなようにH種として十分使用で

きるものであることがわかる｡,

(2)′意 気 特 性

第2図にtan∂特性をホすし.これは3,000V級コイルの値であ

るが,誘電体鵬失の絶対値が′+､さいことが特長であると同時に電

附こ対して上戸坦であることがこの絶縁の俊秀性を劫〕している｡

(3)耐 締 件

耐湿性にすぐれている実験例を紹介する｡75kW4極の電動機

を策3図に示す加熱冷却の条件にしたがって連続ヒートサイクル

を行な一)た‥ 4H‖か仁〕5f二川にかけて軌L巾にはスプレーで吸

i速させた､-1このヒートサイク′しは1週間サイクルであF),これを

20週間連続繰返Lたがどの時如こおいても1,000M∫之以上を保

持した｢･この実験の後さらに固定fを水中に2週間浸漬して引揚

げた向後の絶縁抵抗値もやはり1,000M㍑上よl:であったり

このように耐湿性がすく､-れているので,常に湿度が100%ある

場所で便口1して問j麒なく,卿こ染色機械川などに実用して効果を

あげているし.

(4)耐 薬
■＼戸■性

rJ

シリコーンゴムほ,岩十l結合と俗称される-Si--0--Si-0一結合
Il

を骨r一としているので薬■■jr■一におかされにくい性質をもっている{ノ

(Riソニ製作所電機事業部)
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第2図 シリコーンゴム

絶縁のtan∂一電圧特性
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1852 1]l'/二.沖論第47巻第11り･

750kWバランス形多用途ガス圧縮機

近件のイi州精製工業の発励ま著しいものがある｡口1土製作所にお

いても,才了油精製用およびオi油化苧_L業川のプラントに使用される

多種多様の圧縮依を製作し,多くの実績を積み重ねてきた｡

最近ほ,合里Fと化および規模の増大にともない,圧縮機の大容量化･

高効率および多用途化が進められ,多列のバランス形ガス圧縮枚が

要求されるようになった｡

今軌 R立製作所川崎二上場でほ,4極洋の取扱ガスを1台の圧紺

枚で什射する75nkWノミランス形3列多汁J途仙潤滑式ガス化紬機を

プこ成し,ロバ和l四R市石油株式会社四l二川頂紬Ⅰ所へ納人し,順調に稼

動Lている｢)

心機は,右仙精■製プラント接触水添脱硫装掛こ掛‾lはれる多用途

ガスrE柑機である｡

接触水添脱硫装掛ま酸化コバルト･酸化モリブデン触媒を使用し

て原州L11(木枕灯油･軽油)に水素を添加し,硫‾黄･窒素･酸化物お

よび金属性不純物を完全に除去L,一帖汽を-一若しく向上させるt)本装

掛こほ三汗水素用の昇正系統と,循環水素用の循環系統とがある｡1

台の仕紡機にこの2系列,4種鞍のガスを,3列,6偶のシリンダ

にまとめ,圧縮機の運転･保寸の容易化,据付面杭の縮小および効

率の向上をはかった｡本機はシリンダを巧みに配置することによ

り,往復動慣件力が解消し,したがって振動が小さく高性能を得て

いる｡

ト お も な 特 長

(1)低肝締比の圧縮機であるが,ガスクッション式バルブを採

川して耐久力の向上むほかるとともに,/ミルブのガス流速

な極力小さくし,シリンダの柄造に留意して全断熱効率の

向上をはかってある｡

(2)収扱ガスが脚ヒ水素や硫化水素を含む水素ガスであり,ガ

スの液化,虫合物,炭化物などの生成による潤滑阻‡L子(ピ

ストンリングに合成樹脂製リングを使用している),漏気な

どに対し特別な考慮が払われている｡

(3)各段シリンダのバルブを共通寸法にするなど,弧品の互換

性について考撤カミ払われており,保′､■戸および取扱を容易に

してある｡

(4)容量調整装附こほ,丁軌式サクションアンロー約言よび手

励式クリアランスアンい一ダを付属しノて,F側で5段階･

R側でほそれぞれ4段階に容量調整が行なわれる0
また,

終シリンダともに什点

に部分負荷運転が叫‾能

であり,稚々の組合せ

知村状態での運転がで

きるr+

(5)終サービスとも,シリ

ンダの吸入および吐出

の直納･病後にほ,圧

ノブ脈動緩衝タンクを備

えて什力脈動を極プJ小

さくし,プラント運転

をl-j滑にしている.二′

(6) シリンダ仙抑こドレー

ンが停滞しないよう

に,シリンダ上側より

吸入し,‾F側に吐出す

るようにしてある｡ま

璃
≠一端り寸加弁

桓
†
イ
h

｢一で

..■+

叫■〔

ヽ

『･晋

鮎

た,シリンダには,ラーナがそう人されている‥

(7)軸受メタルにほ保′､ト組立の容易なプレシジョンメタ′しが

使川されている｡)

(8)起動時および運転小の梯作誤りを防_】卜するため,保護装荷

を設けている｡.

(9)申列圧縮機を数台設挺する場合と比較すれば,コン/くクト

にまとまり,械械重量が減少し,据付面積が縮小され,か

つ慣性ノJのバランスがとれるよう賎礎に対する動荷窮が′+､

さいて二,運転･一灯､■J‥･取扱も容易である｡

形 式.

取 扱 ガ ス.

ス ト ロ ー ク.

回 転 数.

電 動 機.

サ ー ビ ス.

吸 入 解 旦.

吸 入 日三 力.

【?_L H 圧 力.

FA‖..

RB･一)RD.…

凧
山

=且

H.+

2.お も な 仕 様

‥ BMD8-WMC

‥‖水素,炭化水素,硫化水素ほか

FA..….RB.…..RC

570
‥.…485……325

28
‥….50.....50

‥ 200(mm)

‥450(rpm)
‖ 750(kW)

RD

135(m:ソH)

.50(kg/cm2)
50…‥ 60......6〔l‖‥..60(kg/cmヱ)

.フレッシュガス(新水素用)

‥リサイクルガス(循環水素用)
(日立製作所横根事業部)

第1囲 750kW BMD3-WMCガス圧縮轢

】1几1り｢▲】ii川川三丁こり--ダ‾

轟

コm

)

+□`毒しロー

丁'ノ

.=■..‖…】h〓〓い‖…=¶-.

第2L史1750kW BMD3-WMCガス圧縮機
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口立詐諭 第47在謀‡11号 1853

日立PS150リバースサーキュレーションドリル完成

西ドイツザルツギックー祉製リバースサーキュレーシ三∫ンドりル

は,わが担=こもすでに十数舟輸入され,各所で佐川され女f一汁む博して

いる｡特に羽｢‾∩一浜松町モノレールのJl㌔礎1二+i二でほ注【-‾†を集めた.二.

口立製作所はザ′しツギックー社とFS150,SW200,S300の3機稚

について技術提携し,鋭富製作を続けてきたが,今度わが卜如こもー1

ともなじみ深く,かつ汎I‾11性のあるPS150形を完成した′-)

リバースサーキュレーションドリ′Lは大し‾1経せんイL概で,娃築,な

橋脚,l砧速道路などの鵜礎,および水舶1一汁探り=f,鉱11+川_l■/二坑の掘

削どに傾川され,人r‾り羊の深い火を能ヰそよく二甜消りすることができる､

1.リバースサーキュレーションドリル工法

第1図は掘削の原即囲である.-.ケ1+一バ也の仙こドリ/Lパイプ･･二王J

を継ぎ,その卜iこ特殊な形状をしたドリルビット②るで取り付け,水

を満たした柑勺に降ろし,ロータリーテープ′し(むの川転によF)ケリ

ーバ ドリルビットを1【1】転させ十抄を砕く｢-.ドリ′レく†プ,ビット

ほ中空で(内径150nlm)その中を抑削Lた土砂,1三了｢などがポンプ

し亘)の吸込によノ1て水と-▲緒に卜rⅥ;のため池⑲に排山される..卜紗ほ

たが〕他に沈殿し水ほ巾び八】ノっに以沈するr.

150mm以卜の土イ†などが㌻Jlた場で㌻にほ什摘のパケ､ソトで一〕かふ

_l二げる｡また岩盤などのかたい斥づに､■1たノー,た場f=よパーカッシ三才ン
方式(ビットで岩盤をれ一撃L砕く)にも旭川できるL〕

2.構 造

本機ほエアプレーキ付きの2帖トレーラに搭載されている;-,ディ

ーゼルエンジンでⅤベルトを介してウインナ,サクションポンプ,

バキュームポンプ,油比装荷などを雛勤する‥ ウインチほ3佃のド

ラムがありケリーーバのつり下げ,ドリ′しパイプの描続,ノミヶ､ソト作

業などに便川される‥ サクションポンプほ2枚羽舶のポリュートホ

ンプで150mmのもの三jミで池過できる｡ナ州干装掛よiけ変オf′しポン

プと凶定オイルモータより成り,これでロータり-テープ′しをIリ】転

する｡オイルポンプのロー川1品を変えることにより,ロータリ】テー

ブルを正道無段階に変速できる｡!つり上げ作業ノー1jのブーームは運搬時

には本体上に倒し,rt一三業時にほウインチでリlき起こす(こ▲ブーム上部

には3偶のシープがあり,1仰のシーーブは緩衝器で女抑され,パー

かソション作業時にシ三いソクを吸収する催告になっているリ

3.特 長

(1)従来の壷ん孔機とり川こり.よ州別物なサケシニ∫ンホンブで辿

続的に吸_i二げて抑刑寸るので,せん孔速度が速∴ 粗こ探
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第1図 PS150リ/∴一スサーキュレーショントリノし原理凶

第1滋 什 様
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(kg'〕
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(kg)

(m/min)

(kg)

(nl/IⅥin)

り/min)

(､mm､)

(mm〕

(kg-mノ

(kg:)

しm_)

†mm)

(nlnl)

(mll｢I

(t‾)

457～1,500

200

56

(U

O

O
O
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nU

O

ハU
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0
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～
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0

24,000

12.8

2,500

3,580

13,200

約14

度が増しても速蛙が満ちないため,巌人200mまで能率よ

く掘削できる､+

(2)人が常に水で満たされて,静水什(2m以上)により鴫向を

二女志させているのでほとんどあらゆる地質の拙別にケーシ

ングを必要としない｡

(3) ビットを駆動するロータリーテープ′しほ州庁駈励でフレキ

シブルホースで本体に連糸占しているため,本体と離してい

かなる場所にも甜茸できる(〕このため本機を船書こ搭載して

水小に人を掘削する場合でも,深度の変化,波の影響を受

けることなく施+1できる1〕

(4)無騒芹で施上できるので,市街地での施_上二に適している｡,

またトレーラに搭載されているので移動が迅速で,拙削位

鐙への据付けも雅易である｡

(5)ドリルパイプにカ､ソティノダバーを什けて深みぞ軸消りがで

きまたローラビットにより岩･般放消Ijもできるしノ

什iゝ二亡製作所細.設機械墳菜ごi寸り

≠

妻‾葦

耳ゴミ

き上′■二

≡号
墓宝■箋

讃■

空,

;′正=ヨ一考蔚

i:箋野蒜惑 ′℃二"∧-=警志;蒜霊‾;払う
#.-く津郷ぬ Ⅷ._こ立ノ

第2図 作業中のPS150リバースサーキュレーションドリル
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1854 日_む二.拝読第47巻第11-ぢ･

日 立 N 形

｢丁て.仁ホイストは歴史の■1■Iい製-1㍉-で,特に現用形ホイストのシリー

ズは昭和7年から9年に完成している｡以後30年余を経た今Rまで,

改良に改良を重ね,繁激な荷役作業にも十分その性能を発揮してき

ているが,重量,寸法的に,また性能的にもさらに飛躍的な向上をさ

せるために今回まったく新しい構想を基に1,2tのN形ホイストを開

発した｡すでに実用に供し,好評を博しているのでここに紹介する.二.

1.機種と 仕様

何役範耶,作業性などに応じて選択できるように懸垂形,電動ト

ロリ付,鎖励トロリ付,手押トロリ付ホイスト(低揚程および高揚

程)をff】意している｡

第1衷 目1‡N形ホイストの仕様

低 揚 程(′NS)
■島

揚 程 rNS汀)

容

拐

巻 上 速 度

-m//mln)

告_卜唱動機

(kWJ

1ヤlコー

養子j

侶
励
ト
ロ
り
什
の
場
合

柁

1(′t)

程 ぐm)

50 c/s

60 c′ノ■s

50 c′■ノs

60 c/s

ノ(掛数_)と径(mm)

速度!

しm/min.)

走行電動磯

(kW)

Ⅰビーム 最
屈 曲 'F

Iピーーム下緑よ

50 cノ′s

60 cノs

50 cノ/s

60 c/′s

′ト
径

ヒ位置までの高さ

概 略 窮

(m)

ッ‾テ竜
一.mm)

■土(kgl

作 ノJ 式

′右 腹

6.1

10

妻
0.22

0.26

1.5

785

2川

押ボタン

2

6,1

7.5

9

2.9

3.5

2-11.2

21

25

0.40

0.47

1.8

995

385

押ボタン

200V AC

ヱ1｡■"ヱ1･7‥2･｡"㌘■21滋

0.22

0.26

1.5

785

235

押ボタン

3¢ 50/60c/s

2

12

7.5

9

2.9

3.5

211.2

21

25

0.40

0.47

1.8

995

425

押ポダ

弟1表書こN形ホイストの仕様を,第1図にN形電動トロリ付ホイ

ストの外観を示す｡

2,特 長

(1)′ト形,軽量,安価である.,

コーンモート′し,コーンブレーキを採用するとともに,減速歯

車をドラム内に収納し,電動トロリにほ新駆動力式をとり入れ,

′+､形軽量化をはかっている(,範量でほ現用形ホイストよf)20へ′

30%軽減している｡

(2)効率が良いく:

軸受にほすべてコロガり軸受を採用し機械効率を卜けている.二J

(3)操作の安全性にほ特に考慮を払っている｡

コーンブレーキ,日己制動装臣,′安全制動装鮮の三重7Jレーキ

装鮮および巻卜二重リミットスイッチを開発採用し,操作の安全

性に特に考慮を払っている｡F二†己制動装掛ま過荷重の場合とブレ

ーキの押圧機構に故障を生じた場合に動作する｡て女全制動装i削£
現用形ホイストのメカニカルブレーキに代わるものであるが,‾It二

倍の運転状態では動作せず,コーンブレーキや白J制動装置が失

効した場合,あるいはモートルシャフトが万一折損した場合,荷

市が加速落卜を始めると同時に動作し,荷物を完全に保持できる

ものである｡この装岸ほドラムl勺にコンパクトに収められ,メカ

ニカ′レブレーキと異なり,発熱や消耗がないので過酷な使用に耐

えられる｡また潤滑油の汚損もまったくない｡

(4)走行車輪,Ⅰビームの寿命が飛躍的に向上している｡

電動トロリを新しいタイプのガイドローラ走行方式とし,車輪

の形状を改良してフランジ無しの車輪を開発した｡走行は従来の

ホ イ ス ト

第1図 H立N形電動トロリ付ボイスト

(容罷1t,形ノミINS-NT〕

車輪のフランジ掛こよるすべり案内ノノ式からガイドローラによる

ころがり案内方式となり,これにより車輪およびⅠビームの寿命

は飛躍的に向上している｡

(5)電動トロリの惟走が適_iI三で,作業件が良い｡

電動トロリにほ走子‾fブレーキ(コーンブレーキ)を取り付けてい

るので,電動トロリの惰走が適止に定められており,荷振れが起

こらないため作業性が良い｢)

(6) ワイヤロープの寿命が長い.〕

ワイヤロープにはフィラー形ワイヤローブを採用し,従来のワ

イヤロープの2倍以卜の寿命とな′つている｡.

(7)分解,保耳,点検が容易である｡

各部の構造が簡Filなため,分解,点検,保′､1二などが容易にでき,

ブレーキの調整,減速歯卓部への注油,軸受部のグリースアップ

ほ外部からできる構造とな一つている｡また配電部の取り扱いも容

湯であるt∴なお,コーンブレーキによる寿命の向上,メカニカル

ブレーキに代謹っる安全制動装;鞋の採用,減速歯車,モートル,配

電祁などを外気よりしゃ断した全閉構造の採用,フィラー形ワイ

ヤロープの採用,ガイドローラ走行方式によるトロリ装許などに

より,保′､1:ノ･ご､t検に要する時1糾ま従来のホイストの数分の一に短縮

されている｡

(8)インチング性能が良い｡

2梅モート′し(絶結階級E種)の採用によりインチンブ性能が良

好で,わずか数ミリメートルのインチングが吋能であり,微動操

作を要求する作業には好適である｡

(9)特許,実用新案特許および実用新案は申請しPのものを含め

て,安全制動装置,ブレーキ調整構造,遊星歯車構造,トロリ走

行装置,巻上二重リミットスイッチ機構をはじめ,30数件である｡

(日立製作所商占占事業部)
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日 立 温 水

R‾i‡製作所でほ椚和35年度よF)温風暖わブ機を発′左したが,その

経験と技術を生かして,畔和39年度よ州.も水ボイラの発売を開始

した｡昭和39年度は2機種のみであ一)たが,本年度はWト20形,

30形,50形および80形の4機種とした｡

これらの猥水ボイラは`女価な灯油を燃料とするもので,♯務所や

一般家庭の給湯用として,また冬季にはパ∴ソナージ形エ7コソディ
ショナ,フアンコイ′しユニット 脱水ラジエータと組み合わせるこ

とによってぼ房川として佐川することができるr-,

運転ほ乍自動式でまったく人‾平石r婆せず,40＼･85℃の範閃で作意

の湯を取り出すことができる｡

以卜,構造,什様および特長に/)いてj心べる..

】.構 造

(1)WP-20形

バーナは蒸発式ポット形で,燃料ほバーナ内で気化し,燃焼す

る｡通風方式としてほ完全燃焼を行なうようドラフトブースタに

よる強制通風方式を採用している｡着火ほ最初のみ手動着火であ

るが後は日動運転となる｡渇温はオイノLコントロールバルブによ

って制御される｡
(2)WP-30,50形

全自動式温水ボイラであるr〕抽仰良射式ガンタイプバーナをポ

イラ‾卜頂;前面に備え,上部に炸管式熱交換㍑紘配置し,燃焼ガス

は上部に取り付けた確実から排出される｡､掛昆ほアクアスタット

により制御され,40､85℃の範閃で調節することができるr〕万

一,燃焼中に炎が立消えるとか,初期着火に失敗したときには,
安全枚器が作動して自動的に停止する｡

(3)Wfし80形

構造はWP-30,50とほとんど同じであるが,本ボイラの特長

はボイラ本体に給湯専用のコイ′しを設けたことであるし〕熱交換器

の中の温水中にコイルを通して,この～払水によ～)間接的に加熱す

る方式を採っている｡そのため非常に描潔な温水を肘)出すこと

ができ,飲料用としても使用することができるL_.

2.仕 様

弟1表にローモ温水ボイラの-‡頂什様を示す..

3.性 能

口た温水ボイラの出湯量と出郷払底の関係を舞3図に示す._.

4.特 長

(1) ツマミをまわす

だけで,40･～85℃の希

り‾!の湯を取lつ出すこと

ができる｡

(2)令自助制御方式

のため似温ほ了削こ一定

に保たれ,まったくノ＼

手を要さない｡

(3)不着火時やバー

ナ燃焼中の立消えなど

異常燃焼のときは,`女

全機器が働いて燃焼を

自動的に停止する｡

(4)万一の事故を防ぐ

ため,安全弁を設けて

いる｡

(5)ボイラ法規の適

用を受けないので,ボ

イラ技士が不要ぐ_､だれ

でも運転できるl､

①一りうイゝ仏 ㊥すぃい′=しタ

②制側快諾吉相 ⑩町史椎紘Il

(勤すイ′し′ト十 ㈲掛にi〆上淋に2差

(享)附託ボン‾′ ⑫′左1>イ■㌧

川村Lj■帆l■【■ ⑬慕た水人【l

(き)射卜くトーチー け少,:占い州川
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ボ イ ラ

第1真 二‾ヒ 要 仕 様

形
WP-20 WP-30 WP-50

用 途

外 装

外 臼三寸 は

･托 l

使 用 燃 料

燃 焼 方
ノ(

着 火 方 式

燃料消雪せ最

長 大 出 ノJ

貯 揚 足

最大Llう湯丑
(50℃上昇〕

出 湯 湿 度

最高値用虻ノJ

_t二水コ
イ ′し

広 大 出 ノJ

上水 コ イ 八

拉大r11湯j止
(50℃上昇時.)

安 全 装 置

燃料タ ンク

容
-_重

電 源

mm

kg

りh

kcal/b

J

りb

℃

kg/cm2

kcal/′h

りh

温 水 暖 房,拾 得

高緋什上鋼銀製,合成樹脂塗料焼付

点さ1,380×幅

5堅_奥互土四吐

160

灯 油 ま

‾議哀京京‾㌻下‾
形/く-ナ(碗

_周+通風)
ノTi火棒着火

4.0

20,000

90

400

緬40二面殉
(_調整可能う

高さ1,200×幅
68(担_奥行旦四

255 】彗遠賀
500×幅
奥行町q

295

WP-80

～温水暖房,給
湯..ただL上
水飲料可能

高さ1,850×幅

7型奥行ち_些｢

360

た(･ま 軽 油

油仔噴射式ヤ'ンク丁ソノ∴1J

日 動

4.5､5.0

30,000

150

600

着 火

7.7へ′8.6

50,000

190

1,000

40～85(調 軽 吋 蛙)

1.0〔水 頭 肝10m)

オーノし コントロ

ー′レ/こノLプ安全
フロート機構,
安全弁

40(付属､)

10.4､-11.6

80,000

360

1,600

二三‾‾‾‾‾二l三Z二‾二三三≡≡アクアスタ ット フlコテクト

スイツナ,安全弁

98(特殊付属品)

A.C.100V,1¢,50/60～

(6)燃料ば女仙な灯油を使用す

るため,電気代やガス代に比べて

非常に経済的である｡

(目11(製所所汎用機事業部)
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日立凸印マレブル10kg/cm2玉形弁

近時設備の合冊化に伴い門己管系統に便川されるバルブのI訂■質も高

精度のものが要求されるようになり,それに応ずる生産が進められ

るとともに高温高圧弁や遠隔振作弁などが開発されその用途もきわ

めて広くなってきた｡しかし反面もっとも佐川分野の広い10kg/

cm2程度の汎用バルブにほ進歩の跡が乏しく,このた捌こ生ずる事

故による損失は膨大なものにな/,ている｡口正金属r二業株式会社で

はその対筒として20kg/cm2/ミ′し′ブに引つづいて10kg/cm2級の

■li■-■琵のすぐれた11丁た凸印マレプノしに形井村禍発し,すでに各地で柑

.沖を博している｡

特 長

(1)付材としてマレブル(ECMB35)を使用した強いバルブで使

用範囲は鋳鋼10kg/cm2バルブと同じである｡

マレブルほ-30℃～350℃の低弘から高温まで安定した機械的

特性を持‾ら,鋳造性,加_‾l‾二性にすぐれ,あらゆる面で他の材料の

第1表 使用範囲と検針工カの関係

姐捷を許さないものがある｡

(2)1モ確で漏れないバルブである｡

弁解輪と弁体は,蒸気用としてはもちろんあらゆる流体に使用

する-･般配管にもっとも適したテーパ コーン形で,ステンレス

鋼を採用している｡+シート向ほ特殊加[二枚で仕上げられており,

適切な熱処理が施されているので,長期間の性能を快証すること

ができる｢)

(3)均一な【■iP-質の保証されたバルブである√､〉

素材から製■削こ守るまですべてネ=勺の材料をJ‾｢jいて一一県して/ト

座されているので,あらゆる有機的な連係が保たれ均一なんIl質が

保証される｡

(4)ASAクラス150配管にも使用できる｡

面間寸法はASAクラス150の寸法と同じであるから,接続巾

端フランジにASAクラス150の､j一法管フランジを採用すること

iこよF)任用■丁柑巨である.-.

(11l【く金属‾‾1二業株式会社)

流体の状態と 最高使用肝ソノ

300℃以下のタ態気,油

220℃以Fの蒸気,油

120℃以下の静流水

10kg/cm2

12kg/cm2

14kg/cm2
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(1)両端接続部は標準--㌧㌔-としてつぎのように統一している｡

(i)ネジ込‾1三形弁はJISBO203管用テーパネジとする｡

(ii)フランジ形玉形弁はJISB221210kg/cm2管フランジとし,フランジ而は

全面座とする｡

(iii)ASAクラス150管フランジとする場合はとくにご指定ください.-

(iv)そのほかご指定の寸法のものも製作する∩

(2)表面処+判ま銀∩色韓装とする｡

(3)ガスケットおよびパ､ソキンほ便脚充体によF)選定する またご指定にも応ずる｡
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